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読解の
理論

１



「読解」とは？

•

①文字・文章・図表などが
表している意味内容を理解
する。
②現れている事柄から隠さ
れた意図や深い意味などを
知る。

㋐「解かる」⇒はっきりとし
ていなかったものごとが区
別されて、明らかになる。も
のごとの筋道、価値などを
はっきりとらえて、十分に理
解する。
㋑「解く」⇒疑問・問題など
に対する答えを出す。解決
する。

読 解



①＋㋐ 目に見えることを正確に理解する基本的な読解

②＋㋑ 問いを持ち、それを解決し、見えないものを発見する主体的な読解

①＋㋐

②＋㋑

本当の
読解



見えないものを発見？

見えないものを見るの
だから、それって想像
ってこと？

想像だから、みんなが
自由に思えばいいんじ
ゃないの？



読解の
スタート

２



４月から取り組みたいこと（継続は力なり！）

問いを
解決する
練習

問いを
もつ練習

発見する
面白さの
体験

先生がお手本を見せながら練習を積む

先生のまねをして自分でできる子どもを増やしていく

細かいことが気
になるのが、私
の学級のいい
ところ・・・



問いをもつ
練習

３



①②③④⑤⑥

Ⅰ



レッスン１

１．全文（別紙「春風をたどって」）を読んで

あらすじをつかみましょう

２．最も「気になること・場面」をみつけましょ

う



レッスン２

１．Ⅰで気になること、気になる言葉・文を

選び出しましょう

２．「気になる」を「問い」にしましょう



「気になる」のヒント（一例）

登場人物の言動について
・なぜ・・・・・をしたのか。(前はそうじゃなかったのに…）
・なぜ「 」て言ったのか。（前ならこうは言わないのに…）
・こうした理由（原因・目的）は何か。

文の書き方・言葉の使い方について
・なぜ発話（「 」）にしてあるのか。
・なぜこのような書き方をしてあるのか。
・なぜこの言葉を使ったのか。（他の言葉でもいいのに…）
・なぜこの言葉・文を使ったのか。（前は違う文・言葉なのに…）
・この言葉とこの言葉の意味するものは同じか違うか。
・「これ」「それ」「あれ」が指すものは何か。
・この言葉・文はどれと関係しているのか。

言動のウラに隠れているものを
見つけるヒント

言葉・文のウラに隠れているものを
見つけるヒント



レッスン３

１．最も「気になること・場面」がある場面で、

気になる言葉・文を選び出しましょう

２．「気になる」を「問い」にしましょう



⑰⑱

⑲⑳㉑

Ⅴ



㉒
㉓

Ⅵ



問いを
解決する
練習

４



レッスン４

１．Ⅰと最も「気になること・場面」を関係

づけながら、「問い」を 解決しましょう

２．「仮説」を立てて、言葉を手掛かりに、

仮説を修正してみましょう



まとめ

５



読解に必要な３点セット

問いをもつ力
細かいことを気にする

違和感をもつ

問いをつくる

追求する力
言葉・文のウラに深く
迫る

論理的に思考する

学び合う力
他者の考えとの違い
に出会う

自分の理解を他者と
確かめ合う

他者の力を借りる（力
を貸す）

教師が身につける・子どもが身につける


